
136

▶税を考える週間特別講演会� ������� 2～3
▶法人会全国大会  群馬大会� ���������3
▶老舗訪問vol.9　株式会社  川徳��������4
▶税制改正に関する提言・公益事業・会員交流事業� 5
▶税に関する絵はがきコンクール入賞作品������6
▶青年部会活動報告��������������7
▶セミナーのご案内・盛岡税務署からのお知らせ���8

CONTENTS

公益社団法人 盛岡法人会

2024 年　冬号

税を考える週間　特別講演会

インターネットセミナーのご案内
ホームページから無料でセミナーがご覧いただけます。

http://iwate-ho.jp/morioka/
会員 ID：hj1301　　　パスワード：4955



2もりおか通信 2022・1 2もりおか通信 2024・1

令
和
5
年
度
「
税
を
考
え
る
週
間
」
特
別
講
演
会

中
川
恵
一
氏
、
清
水
雄
策
氏
に
よ
る
２
講
演

　

長
年
に
わ
た
り
専
門
医
と
し
て
が
ん
医
療

に
携
わ
っ
て
き
た
中
川
氏
。
自
身
が
が
ん
を

患
っ
た
経
験
も
交
え
な
が
ら
、
が
ん
予
防
の

大
切
さ
や
先
端
医
療
の
現
状
、
患
者
や
家
族

を
取
り
巻
く
経
済
的
な
問
題
な
ど
を
、
穏
や

か
で
わ
か
り
や
す
い
語
り
口
で
紹
介
し
た
。

　

令
和
５
年
11
月
８
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
に
て
「
令

和
５
年
度　

税
を
考
え
る
週
間　

特
別
講
演
会
」
が
行
わ
れ
た
。
盛
岡
法
人
会
を
含
む

７
団
体
で
構
成
さ
れ
る
「
盛
岡
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議
会
」
が
主
催
。
国
税
庁
が
11

月
11
〜
17
日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
、
税
務
行
政
に
関
す
る
広
聴
広
報
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
に
合
わ
せ
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

今
年
は
、
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
総
合
放
射
線
腫
瘍
学
講
座
特
任
教
授
の
中
川

恵
一
氏
と
、
仙
台
国
税
局
長
の
清
水
雄
策
氏
が
講
師
と
し
て
登
壇
。
一
般
市
民
を
含
む

1
3
5
名
が
聴
講
し
た
。

「
が
ん
治
療
と

お
金
の
問
題
、

仕
事
と
治
療
の
両
立
」

　
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
総
合
放
射
線
腫
瘍
学
講
座

　
特
任
教
授�

中
川　
恵
一 
氏

【
第
一
講
座
】

　

が
ん
と
は
、
正
常
な
細
胞
の
遺
伝
子
が
傷

つ
き
増
殖
し
た
も
の
。
遺
伝
子
を
傷
つ
け
る

要
因
に
は
喫
煙
や
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
や

感
染
な
ど
が
あ
る
が
、
も
っ
と
も
大
き
い
の

が
遺
伝
子
の
経
年
劣
化
と
加
齢
に
よ
る
免
疫

の
低
下
。
日
本
が
世
界
一
の
が
ん
大
国
と

な
っ
た
背
景
に
は
、
日
本
の
長
寿
化
が
あ
る

と
い
う
。

　

「
が
ん
は
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
の
あ
る

病
気
。
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
中
川
氏
。
生
活
習

慣
の
改
善
や
、
除
菌
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど

に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
の
回
避
は
も
ち
ろ
ん
、

定
期
的
な
が
ん
検
診
が
重
要
だ
と
話
す
。

「
専
門
医
が
発
見
可
能
な
１
㎝
の
が
ん
が
、

早
期
が
ん
と
い
わ
れ
る
２
㎝
に
な
る
の
に
か

か
る
の
は
約
１
年
。
法
律
で
指
定
さ
れ
、
各

自
治
体
が
費
用
を
負
担
し
実
施
し
て
い
る
５

つ
の
が
ん
検
診
（
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸

が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
）
は
、
早
期
発

見
に
よ
り
死
亡
率
を
減
ら
す
こ
と
が
証
明
さ

れ
て
い
る
」
と
も
。
ま
た
、
就
労
年
代
の
高

齢
化
や
働
く
女
性
の
増
加
に
伴
い
、
が
ん
は

「
働
く
人
」
の
病
気
と
な
っ
た
た
め
、
患
者

や
家
族
は
医
療
費
の
支
出
と
同
時
に
収
入
減

と
い
う
問
題
に
も
直
面
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
指
摘
。
早
期
に
発
見
し
治
療
を
開
始
す
る

こ
と
で
、
治
療
期
間
も
短
く
経
済
的
な
負
担

も
軽
減
で
き
、
予
後
の
生
存
率
も
大
き
く
高

ま
る
と
し
て
、
１
〜
２
年
に
１
度
は
が
ん
検

診
を
受
け
て
ほ
し
い
と
強
く
呼
び
か
け
た
。

　

「
が
ん
は
わ
ず
か
な
知
識
で
運
命
が
変
わ

講師　中川　恵一 氏

る
病
気
」
と
、
若
い
世
代
の
が
ん
教
育
に
も

尽
力
し
て
き
た
中
川
氏
。「
問
題
は
大
人
」

と
話
し
、
講
演
に
際
し
て
配
布
さ
れ
た
小
冊

子
『
大
人
も
子
ど
も
も
が
ん
を
知
る
本
』
に

ぜ
ひ
目
を
通
し
、
読
み
終
わ
っ
た
ら
身
近
な

人
と
も
知
識
を
共
有
し
て
ほ
し
い
と
結
ん
だ
。
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「
最
近
の
財
政
と
税
務
行
政
に
つ
い
て
」

�

仙
台
国
税
局
長　
　

清
水　
雄
策 

氏

【
第
二
講
座
】

　

第
二
講
座
に
は
、
仙
台
国
税
局
長
の
清
水

雄
策
氏
が
登
壇
。「
最
近
の
財
政
と
税
務
行

政
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
の
歳
出
・
歳

入
を
示
し
た
円
グ
ラ
フ
を
提
示
し
、「
歳
出

が
税
収
を
上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ

の
差
を
、
建
設
国
債
や
特
例
公
債
と
い
っ
た

借
金
で
賄
っ
て
い
る
状
態
」
と
説
明
す
る
。

公
債
発
行
額
の
推
移
や
、
普
通
国
債
残
高
の

累
増
を
示
す
グ
ラ
フ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
を
紹
介
し
な
が
ら
、
現
状
の
公
債
依
存
の

問
題
点
と
し
て
「
受
益
と
負
担
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
」「
望
ま
し
く
な
い
再
分
配
」「
財
政
の

硬
直
化
に
よ
る
政
策
の
自
由
度
の
減
少
」

「
国
債
や
通
貨
の
信
認
の
低
下
な
ど
の
リ
ス

ク
の
増
大
」
の
４
点
を
挙
げ
、
多
角
的
な
視

点
か
ら
解
説
し
た
。

　

ま
た
講
演
の
最
後
に
は
、
令
和
３
年
に
国

税
庁
よ
り
公
表
さ
れ
た
「
税
務
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
に

つ
い
て
も
触
れ
、
税
務
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

の
活
用
に
つ
い
て
も
紹
介
。
納
税
者
の
利
便

性
向
上
や
、
課
税
・
徴
収
事
務
の
効
率
化
や

高
度
化
、
さ
ら
に
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

促
進
な
ど
、そ
の
目
的
と
効
果
を
訴
求
し
た
。

　第 39 回法人会全国大会（群馬大会）がさる 10 月 18 日（水）に群馬県高崎市において開催され、県連
から田口会長を団長に総勢 20 名（盛岡法人会からは 5名）が参加しました。大会全体の参加登録者は約
1500 名で、大会式典・懇親会が盛会に行なわれました。

　コロナ以前に戻ったような雰囲気での開催
で、実行委員の皆様には大変なご苦労があっ
たであろうと実感いたしました。
　格調高い弦楽演奏のウエルカムコンサート
で出迎えられ、第一部の記念講演は日本通信
株式会社代表取締役社長で公立大学法人前橋
工科大学の理事長福田尚久さんが講師を務め
ました。
　第二部の式典では山本一太群馬県知事・富
岡賢治高崎市長の歓迎の挨拶で始まり、税制
改正要望決議案が採択され、中小企業の経営に
後押しをいただいた気持ちです。今後も税制委
員の一人として税制改革にしっかりと携わっ
ていきたいと気持ちを新たにいたしました。
� 盛岡法人会　副会長　久慈　竜也

法人会全国大会  群馬大会に参加して

講師　清水　雄策 氏

写真左から　柳田専務理事　藤村副会長　田口会長
久慈副会長　佐藤副会長
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当
社
は
慶
応
2
年
（
1
8
6
6
年
）
の
春
、

川
村
徳
松
が
盛
岡
城
下
鉈
屋
町
に
木
綿
商
を

開
業
し
、
今
年
で
創
業
1
5
8
年
目
を
迎
え

ま
す
。
当
時
よ
り
「
奉
仕
こ
そ
わ
が
つ
と
め
」

を
社
是
と
し
て
、
お
客
様
と
の
絆
を
大
切
に

誠
心
誠
意
、
心
を
も
っ
て
心
に
接
す
る
こ
と

を
志
し
、
商
い
を
通
じ
て
地
域
社
会
へ
の
貢

献
、
活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

歴
史
を
紐
解
く
と
、
盛
岡
藩
が
解
体
さ
れ

多
く
の
豪
商
が
衰
退
し
新
し
い
商
人
が
台
頭

す
る
時
代
の
明
治
8
年
（
1
8
7
5
年
）
に
、

当
時
最
も
賑
や
か
だ
っ
た
肴
町
に
呉
服
店
を

構
え
、
古
着
、
糸
、
木
綿
だ
け
で
な
く
薄
物

や
絹
な
ど
女
性
好
み
の
着
物
を
取
り
揃
え
、

盛
岡
市
の
発
展
と
と
も
に
成
長
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
　

　

明
治
31
年
（
1
8
9
8
年
）
に
は
新
し
い

需
要
に
応
え
る
為
、
洋
品
市
場
の
開
拓
に
乗

り
出
し
、
大
正
時
代
に
入
る
と
川
徳
恒
例
の

「
え
び
す
講
」
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

街
並
み
の
近
代
化
も
進
み
、
モ
ダ
ン
な
生
活

ス
タ
イ
ル
へ
の
変
化
と
と
も
に
、
取
り
扱
う

品
物
の
間
口
も
更
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
に
入
る
と
、
個
人
経
営
か
ら
近
代
経

営
に
移
行
し
、
東
京
の
デ
パ
ー
ト
を
参
考
に

し
な
が
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
12
年

（
1
9
3
7
年
）
10
月
の
百
貨
店
法
施
行
に
伴

い
、
百
貨
店
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昭
和
31
年
（
1
9
5
6
年
）
に
は
店
舗
の
建

て
替
え
が
始
ま
り
、
新
店
舗
で
は
よ
り
豊
か

さ
を
求
め
る
消
費
者
心
理
を
捉
え
、レ
ジ
ャ
ー

用
品
や
東
京
味
の
名
店
、
紳
士
・
家
具
コ
ー

ナ
ー
等
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
な
が
ら
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
を
変
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昭
和
55
年
（
1
9
8
0
年
）
に
は
、
盛
岡

の
中
心
地
に
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
菜

園
地
区
に
「
パ
ル
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
カ
ワ
ト
ク
」

と
し
て
本
店
を
移
転
オ
ー
プ
ン
し
、
平
成
元

年
（
1
9
8
9
年
）
に
は
新
興
住
宅
地
の
緑
ヶ

丘
に
「
ア
ネ
ッ
ク
ス
カ
ワ
ト
ク
」
を
オ
ー
プ

ン
す
る
な
ど
川
徳
グ
ル
ー
プ
の
新
時
代
を
築

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
、
大
型
Ｓ
Ｃ
の
進
出
、
Ｅ
Ｃ
の
台
頭
に
加

「
創
業
か
ら
変
わ
ら
ぬ
精
神

�

～
地
域
と
と
も
に
あ
る
川
徳
～
」

㈱ 

川
徳　
代
表
取
締
役
社
長
　
荒
道
　
泰
之

え
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
百
貨
店
業
界
自

体
の
市
場
規
模
が
縮
小
と
な
り
、
こ
の
10
数

年
に
お
い
て
は
経
営
資
源
の
集
中
を
目
的
と

し
、
岩
手
県
内
の
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の

閉
店
や
企
業
グ
ル
ー
プ
の
統
合
を
断
行
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
2
0
2
0
年
に

始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
等
に
よ
り
、
弊
社
も
業
績
悪
化
が
避
け

ら
れ
ず
、
昨
年
4
月
に
新
会
社
に
移
行
し
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

川
徳
と
し
て
大
切
に
す
べ
き
商
い
の
精
神

は
創
業
当
初
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
新
し

い
価
値
観
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
私

た
ち
も
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
地
域
に
暮

ら
す
お
客
様
に
ど
の
よ
う
に
ご
満
足
い
た

だ
く
か
を
考
え
る
上
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど

世
の
中
の
多
様
化
が
進
ん
で
お
り
、
今
ま

で
以
上
に
街
と
の
共
生
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
先
人
達
が
創
業
当
時
思

い
描
い
て
い
た
盛
岡
の
将
来
を
、
時
代
は
違

え
ど
今
の
時
代
に
応
じ
て
、
も
う
一
度
、
深

く
考
え
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
存
在
価
値

の
向
上
に
繋
が
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
　

　

企
業
の
永
続
的
な
発
展
を
目
指
し
て
い
く

の
は
当
然
で
す
が
、
そ
こ
に
は
地
域
・
街
が

あ
り
、
と
も
に
発
展
し
て
い
く
、
そ
の
気
持

ち
を
改
め
て
認
識
し
な
が
ら
、
岩
手
県
盛
岡

市
に
根
差
す
企
業
と
し
て
、
今
後
も
地
域
の

皆
様
の
生
活
を
よ
り
楽
し
く
、
よ
り
豊
か
に

す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

老
舗
訪
問
vol.

09

昭和 55 年　菜園移転オープン当時 明治 38 年初冬、川徳呉服店のたたずまい

平成元年
アネックス店
オープン当時

肴町時代の旧店舗
（1 階フロア）

代表取締役社長
荒道　泰之
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令
和
6
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

各
市
町
長
へ
税
制
改
正
提
言
書
の
提
出

（左）内舘茂市長　（右）久慈竜也税制委員長

（左）佐々木孝弘市長　（右）工藤隆一支部長

（左）髙橋憲功支部長　（右）小林由美子税務課長

（左）武田哲市長　（右）木村昭仁支部長

（左）水本進支部長　（右）髙橋昌造町長

（左）熊谷洋造企画商工課長　（右）遠藤邦則支部長

盛岡市 令和 5年 11 月 24 日（金）

八幡平市 令和 5年 11 月 28 日（火）

雫石町 令和 5年 12 月 5 日（火）

滝沢市 令和 5年 12 月 8 日（金）

矢巾町 令和 5年 11 月 27 日（月）

岩手町 令和 5年 12 月 14 日（木）

紫波町 令和 5年 12 月 1 日（金）　　佐々木盛雄支部長より熊谷泉町長へ提出

開催日：令和 5年 11 月 22 日
講　師：李 怜香 氏（メンタルサポートろうむ）
参加者：39 名

開催日：令和 5年 12 月 12 日
講　師：大友上席国税調査官（盛岡税務署）
参加者：8名

年末調整実務のポイント 決算説明会
開催日：令和 5年 10 月 25 日
場　所：メイプルカントリークラブ
参加者：20 名

第 26 回チャリティーゴルフコンペ

会員交流事業 公 益 事 業
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令和 5年度
入賞作品

　法人会女性部会では、租税教
育活動の一環として、小学 ６年
生を対象に「税に関する絵はが
きコンクール｣ を全国的に実施
しています。
　令和 ５年度は、盛岡市、八幡
平市、滝沢市、紫波町、矢巾町
の 18 小学校から 294 作品の応
募がありました。

税税
ぜ いぜ い

にに関関
か んか ん

するする税税
ぜ いぜ い

にに関関
か んか ん

するする

絵絵
ええ

� コンクール� コンクール絵絵
ええ

�� コンクールコンクールはははは ききききがががが

盛岡市立厨川小学校 
柏田 幸梓さん

盛
岡
法
人
会
長
賞

盛岡市立河北小学校
金　愛美さん

盛
岡
法
人
会

女
性
部
会
長
賞

盛岡市立桜城小学校
飯塚　紅さん

学
校
奨
励
賞

盛岡市立仙北小学校
笹森 優芽さん

学
校
奨
励
賞

盛岡市立太田小学校
佐々木 愛莉さん

盛
岡
税
務
署
長
賞

◆主催：（公社）盛岡法人会女性部会　（公財）全国法人会総連合　　◆後援：国税庁
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第37回全国青年の集い山形大会「為せば成る！～感謝と恩返しの想いを胸に～」

開催日：令和 5年 12 月 7 日
演　題：健康経営プロジェクト
講　師：大泉　勝嗣 氏（アーク㈱）
参加者：19 名

青年部会活動報告

経営セミナー
開催日：令和 5年 12 月 13 日
会　場：岩手町立川口中学校
参加者：3学年 17 名

租税教室

　11 月 9 日（木）、10 日（金）、全法連青連協主催「全国青年の集い」が山形市で開催されました。全
国大会の肝となるのは、一般会員の聴講も可能な、「租税教育活動プレゼン大賞」、並びに、「健康経営
大賞」の ２つの選考会です。審査の結果、租税教育活動大賞には、地元大学と協力して大学生と共に小
学生に租税教室を行った、佐世保法人会が選ばれました。健康経営単位会部門の大賞には、北那覇法人
会「人・地域・心を結ぶ健康経営！」が選ばれ、地域や行政と連携した事例が評価されました。また、
健康経営企業部門の大賞には、ネッツトヨタ山陽「ずっと続ける健康経営」が選ばれ、健康基準を数値
化して継続性を評価できる事例が評価されました。審査委員長（医師）から「健康経営は、根拠、数値
化、継続性が大切。まずは経営者の禁煙から。」と講評がありました。基調講演では、ヤマガタデザイ
ン山中社長から「自らがリスクを取って挑戦する。だからこそ価値がある」との表題で、地方企業・教
育分野の可能性について示唆に富んだ講演が行われました。来年は福井大会が予定されています。たく

さんの方のご参加をお待ちしています。
� 盛岡法人会　青年部会長　熊谷　松亮

第 37 回全国青年の集い　山形大会第 37 回全国青年の集い　山形大会
開催日：令和 5年 11 月 9 日～ 11 月 10 日　　場所：やまぎん県民ホール　参加者：7名

開催日：令和 5年 10 月 19 日
会　場：盛岡市立下橋中学校
参加者：3学年 80 名

租税教室
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盛岡税務署からのお知らせ

セミナーのご案内

講師：津田　典子　氏
（Fine　HR代表）

※会　場：いずれも岩手県法人会館
（盛岡市盛岡駅西通 1－3－3）

※定　員：各講座先着 40 名
※受講料：無料

ビジネスマナーの基本 法人税確定申告書の見方・書き方講座

決算説明会
令和6年 4月19日（金）
13：30~16：30

令和6年2月16日（金）　14：00~16：00

令和6年 3月6日（水）　10：00~12：00
13：30~15：30
（午前・午後とも同じ内容）

新設法人説明会
令和6年3月8日（金）　14：00~16：00
講師：盛岡税務署職員

講師：藤原　敬行　氏
（ナレッジフォース・
� パートナーズ　代表）

講師：大谷　更生　氏
（大谷更生総合研究所
� 合同会社　代表社員）

経理業務効率化セミナー 生産性向上のためのパソコン整理術
令和6年1月29日（月）
14：00~16：00

令和6年2月9日（金）
14：00~16：00


